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令和６年６月６日 

博 物 館 

県立美術館の開館まで一年を切った今夏、予備知識の有無に関わらずミュージアムのおも

しろさを感じることができ、美術館への期待感が芽生える企画展を開催します。 

１ 会期 

令和６年６月２９日（土）から８月２５日（日）まで（開館日数５７日間） 

〔休館日：７月２９日（月）〕 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１･第２・第３特別展示室 

３ 主催 

アート展実行委員会(鳥取県立博物館､山陰中央テレビジョン放送株式会社) 

４ 観覧料 

一般１，０００円（前売・大学生・７０歳以上・団体：８００円） 

(高校生以下、学校教育活動での引率者、障がいのある方、難病患者の方、要介護者等及

びその介護者は無料) 

５ 関連事業 

アーティストトーク、ギャラリートーク、ワークショップ等を開催予定 

 

＜概要＞ 

 当館の所蔵作品に加え、国内外で活躍する注目のアーティストによる作品を通じて、多様な切

り口でアートを紹介する展覧会です。これまで美術に馴染みのなかった方々や家族連れでも気軽

に訪れて会場をめぐり、見たり知ったり遊びながら、アートそしてミュージアムという場所のお

もしろさを体感していただきます。 

 

＜主な出品作品等＞ 

・藤本由紀夫《EARS WITH CHAIR (TOTTORI)》 

サウンドアートを美術にとりいれた藤本の代表作。聴覚情報に変化が加わることにより参

加者の感覚を揺さぶる体験型の作品。 

・飯川雄大《デコレータークラブ―０人もしくは１人以上の観客に向けて》 

館内に仕掛けられたロープを引っ張ると、別の場所で別のアクションが起きる作品。 

参加者は、時差をもってその出来事に対する気付きを得る。 

・アンディー・ウォーホル《キャンベルスープ缶》 

スープ缶を原寸大で再現したアルミニウム製オブジェ。 

令和３年度に購入し、初公開となる。 

・森村泰昌《第三のモナ・リザ》を含むモナ・リザシリーズ３点 

“なにものかに扮するポートレート写真”を発表し続けている森村による「美術史シリー

ズ」に数えられる大型の写真作品。鑑賞者に強いインパクトを与えながら価値観に揺さぶ

りをかける。 

 ・そのほか、会期中には木村崇人による「木もれ陽プロジェクト」（自然現象を利用し、星の

木もれ陽が降り注ぐ世界を作り出す）のワークショップ等を開催します。 






